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明日の
EXECUTIVE

総合学類はこの能力が身につくようなカリキュラムを用意しています。政治学
の理論や政策決定のプロセス、経済動向、またはその背景にある文化等を学
ぶことで世界の変化を定性的に理解できるようにすると同時に、統計学やデー
タ分析の授業で数値による定量的な分析能力が身につくように養成します。さ
らにフィールドワークの授業も設置されており、どう分析するのかを実践を通し
て学ぶことが可能です。
（2）コミュニケーション力
　国際総合学類では3分の1近くの授業が英語で行われています。これは単純
に英語を重視するというよりも、異なる文化背景による異なる言語上での他者
とのコミュニケーション能力を培うためです。その中にはディスカッション中心
のものや日本の伝統文化を英語で読み解く授業もあり、留学生・日本人学生
双方がこの能力を育てられるように設置されています。また、国際総合学類が
属する社会・国際学群には社会国際教育プログラムという全科目英語による留
学生向けプログラムがあり、日本人学生も同プログラムの科目を履修すること
が可能です。
（3）統合能力
　分析力、コミュニケーション力を培った上で最後はそれらを動員し、問題を
より高い視点から一つの考察へまとめ上げることが大切です。国際総合学類に
は独立論文というユニークな制度があります。通常、すべての学生は3年次か
ら専門ゼミに所属し研究を進めていくことになります。そして3年次末に独立論
文を執筆し、専門分野に関する研究の中途段階における成果発表の機会とし
ています。これは、個々の研究の土台作りであり、学生が長いスパンの中で一
つの研究テーマを掘り下げ、研究により深みを持たせるためのものです。これ
らは4年次でさらに探求され体系化されて最終的には卒業論文（必修）として
まとめられます。様々な授業を通して培った総合的な力を専門性につなげる学
びを、国際総合学類は推進します。

　国際総合学類は独創性と洞察力を有し、国際社会及びそれと連動するロー
カル社会の繁栄と発展に寄与できる人材の育成を目指していますが、それを
実現するには教員側の努力はもちろんのこと、学生自身の主動的な取り組みも
不可欠です。国際社会の諸問題をどう見るのか、それらの問題の解決に向け
て現在の自分はなにをすべきかを真剣に考えながら、学問に精進し、その上、
国内外において実践的な活動に励む、それが国際総合学類生（「国際生」）の
姿です。このような国際生（3年生）たちによって企画・編集されている本誌
をぜひ紐取いていただきたいと思います。

「国際人」の育成
　今日の国際社会は希望とエネルギーに満ちている反面、深刻な問題も絶え
ず作り出しています。現在進行中の国際情勢を例にとると、世界中で猛威を振
るっているコロナウィルス感染症は単に多くの人命を奪い、人々の健康を蝕む
公衆衛生上の一大危機を惹起しただけでなく、各国の経済及び社会秩序の混
乱、ひいては国家間の対立の激化を誘発しています。このような世界平和への
新たな脅威が現出しつつあるなか、従来の紛争の多くも収束する気配をみせ
ません。アフリカ大陸、中東ないし東南アジアの多くの国々で民族間の衝突や
テロリズムが依然として蔓延しており、東アジアにおいても南シナ海から朝鮮
半島までいたるところで紛争の火種がくすぶっています。政治や安全保障面と
連動する形で経済分野においても重大な紛争事案が多発しており、とくに米国
や中国など国際経済秩序の維持にイニシアチブをとるべきだった大国は通商
政策をめぐって激突を繰り返しています。あらゆる分野においてこれらの国々と
密接な関係を有する日本やＥＵなどもこうした対立から深刻な影響を受けてい
ることは言うまでもありません。かくして、交通輸送や情報伝達の技術の向上
は国境を超える人、モノ、そして金の移動を容易にさせる効果をもたらす反面、
国際問題と国内問題の境界を曖昧にさせ、国際紛争をより複雑化させる一因
になっています。
　この混沌とした国際情勢に直面しつつ、私たちはどのように対処したらよい
のでしょうか。グローバル世界及びそれと表裏一体になっているローカルの社
会や人間はどこへ向かうのでしょうか。貧困、差別、軍縮、自由貿易、規制緩
和、情報の氾濫など、昨今の国際社会の諸問題を表すキーワードは無数にあ
り、しかも相互に複雑に絡み合っています。
　国際総合学類は、これらの言葉を含め様々に表現される現代的諸問題に対
し、グローバル、ローカル双方の視点から深い洞察力と分析力を身につけ、
豊かなコミュニケーション力を通して先見性と独自性に富む解決策を提示でき
る「国際人」の育成を目指しています。

国際総合学類での学び
　国際総合学類は国際関係学と国際開発学の2つの主専攻があります。さらに
その2つを横断する形で、国際政治・国際法、経済学、文化・社会開発、情報・
環境という、文と理にまたがる4つの分野が存在しています。これら4分野の科
目群を広く学び、その上で1つの専門分野を深く追究することになります。
（1）分析力
　日々激動する国際情勢を読み解くには、確かな分析能力が必要です。国際
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行政学Ⅰ
公共経済学
ヨーロッパ社会経済史
現代社会論
スポーツ文化論
安全保障論
ミクロ経済学
マクロ経済学
ジャパニーズ・エコノミー
基礎経済数学
経済数学
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総合選抜入試で筑波大学を受験し、
２年次より国際総合学類に所属する
ことによっても、これらの教育過程
を経ることができます。
一緒に授業を受け、興奮を分かち
合える日をお待ちしております。

１年生の春学期。この授業を取らない国際生は、ほとんどいないといっても過言ではない。
教室に行くのが遅れると、空いている席を探すのにも苦労するこの授業は、
大学という人口過多な空間をまさに象徴しており、自分の座る席が決まっていた
高校生の時とは、全く異なる感覚をもたらした最初の授業であった。
授業名に「初級」とついているものの、時に、理解に苦しむ難解な概念が
登場することもあり、皆と頭を抱えたこともあった。
しかし、グラフや数字を用いることによって、
「世の中のお金の流れをかくも美しく説明することができるのか」と、
感動を覚えることもあった。事実、この授業を受けて開発経済学を
専門にしようと考える学生も少なくない。
「あまり深く考えず、適当に履修した授業が意外と面白かった」
ということが起こるのが、大学の授業であるが、
この科目こそまさにその典型であろう。
多くの１年生が、この授業で経済学というものに初めて遭遇し、
その奥深さに心が胎動するのである。
経済学という世界に優しく道案内してくれたこの授業は、
期待感に満ち溢れた大学１年生の時の初 し々さを、
呼び起こしてくれる記憶として、
私の心の中に今も残っている。

国際「総合」学類というだけあって、この学類では何でも
勉強できてしまう。都市計画もその例外ではないが、
工学系の科目を国際生にこなせるのかと疑問に思う人も
多いだろう。しかし、文理融合というトレンドは、
この都市計画という学問分野にも浸透してきている。
なるほど、国際生の出る幕である。
例えば、ある町とある町を比較してみると、
「何故だか道路の配置が似てるじゃないか」
なんてことがよくある。その理由が、
かつて城下町の名残であるといった具合に、
歴史と都市の関係がこの授業を通じて理解できる。
日頃、私達が何気なく歩いていた街並みにも、
実は深い意味があり、それは歴史的に
説明されうるという発見が、この授業で
最も感銘を受けたところだ。
事実、目の前の風景に特段何も
関心を寄せることのなかった私であったが、
今では、街を見る目線が変わった。
目に入ってくる街並みや
道路の曲がり具合に、ついつい歴史的な
理由を求めるようになっている。
歩きスマホをすることもあった
かつての私と比べると、
この授業のおかげで、
今の私の心は、相当程度
精神的な豊かさを
得ることができた。

開発と金融
社会開発論
応用数学
情報科学Ⅱ
Cプログラミング
データ解析
水環境論
都市文化共生計画
住環境計画概論
宇宙開発

Globalization and Development
Public Policy
Transnational Social Policy
Comparative Economics
Japanese Foreign Policy
Japan and the World
Mathematical Economics
History of Economic Thought

Economic Development
Social Development
International Education
Outline of Japanese Education
Social Anthropology
International Financial Institutions and Economic Development
in Emerging Economies in Southeast Asia
Health Economics

国際関係論
比較政治学
国際関係史序説
国際法概論
初級ミクロ経済学

情報科学Ⅰ
情報メディア概論
法学概論
政治変動論
行動調査法

専門基礎科目（選択）
国際経済論
マクロ経済学概論
文化・開発論
数理科学Ⅰ
数理科学Ⅱ

統計科学
Media Politics
English Discussion Seminar
English Debate

国際学 I
国際学 II
国際学 III
国際学 IV

専門基礎科目（必修）

インターンシップ

国際関係学主専攻 国際開発学主専攻

専門ゼミナール・卒業論文
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
キャリアプランニング
海外研修Ⅰ
海外研修Ⅱ

国際学ゼミナールⅠ
国際学ゼミナールⅡ
独立論文
卒業論文

都市計画実習
都市経済学
都市計画原論
開発経済学
都市計画の思想史
都市計画の歴史
世界経済史
コンピュータネットワーク
知能情報メディア実験 A
知能情報メディア実験B

アジア政治
ロシア政治
現代日本外交史
現代中国研究
国際組織法
国際法Ⅰ
国際法Ⅱ
国際政治学
国際機構論
国際相互依存論

国際通商論
アジアの国際関係
東アジア国際関係史
ヨーロッパの国際関係
ロシア・東欧の国際関係
日本政治
ヨーロッパ政治
中央アジアの国家と社会
外交法政策論
国際貿易論

環境政策論
音声聴覚情報処理
パターン認識
コンピュータグラフィックス基礎
インタラクティブ CG
ディジタル信号処理
情報セキュリティ
信号処理概論
ヒューマンインタフェース
人工生命概論

国際金融論
公共政策分析
国際文化論
言語人類学
野外調査法
人類学特講
日本政治思想
政治外交史
アメリカ外交史
憲法Ⅰ
憲法Ⅱ

計量経済学
国際開発論
国際開発協力論
国際開発計画論
開発途上国における諸問題
北アフリカの経済と社会
開発人類学
地域開発論
教育開発論
途上国の教育と国際協力

国際開発協力論
国際開発計画論
地域紛争論
市民社会論

国際生による授業レビュー

中央アジアの国家と社会 都市計画の歴史

初級ミクロ経済学

朝、自然と目が覚める。
授業が私を呼んでいる。

そういう興奮を
この学類で感じている。

総合学域群
https://scs.tsukuba.ac.jp/

この中央アジアという地域を、世界地図の中で認識したこと
のある日本人は、どれだけいるだろうか。「ロシアの下にあ
る『スタン系』の危ない国々でしょ！」なんて声が聞こえてき
そうだが、せいぜいその程度の認識でしかないだろう。その
ため、この授業の初回は、先生が国の名前から丁寧に教え
てくれる。そして徐々に専門的な議論に移ってゆき、最終的
には日本と中央アジア諸国の国際関係についても理解できる
ように導いてくれる。海を経ても接していないこの地域と日本
の間にも、外交的交流があるということに、私も含めて多く
の学生が初めて知ったことであろう。しかし、授業を受けた
後に、ロシアと中国の合間に生きるこの地域の地理的特徴を
考えれば、国際関係論のエッセンスがこの地域にも累積して
いるのではないかと議論できるまでになれたのは、本当に良
い思い出である。実は、筑波大学は他のどの有名大学にも
負けないほど、中央アジアとのつながりが深い大学だ。交換
留学提携校の数や、短期研修などのプログラムが極めて豊
富であり、また、キャンパスを歩けば、中央アジア系の留学
生は毎日見かける。無論、国際生にも少なからず、在学中
に中央アジアを訪れる人がいる。今年は受講者の半数近くが、
中央アジアに渡航したことのある学生だったらしい。筑波大
学だからこそ扱うことのできるこの地域について、勉強しな
い理由はないと私は感じている。この授業を受けることで、
これまで白地図でしかなかった中央アジアという地域に、国
境線が引かれ、各国の特徴や国際関係という彩りが加えられ
た。世界地図を見たときに感じる情報量を、大幅に増加させ
てくれた授業であった。
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中野ゼミ（開発経済学）

小林洸太

│
洸
太
さ
、
い
っ
つ
も
サ
テ
室
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
）
お
る
よ
な
？
何
し
て
る
ん
？

小
林
　
普
通
に
勉
強
し
て
る
だ
け
。

│
経
済
系
の
授
業
忙
し
そ
う
に
見
え

る
け
ど
、
そ
ん
な
に
大
変
な
ん
？

小
林
　
い
や
、
ま
あ
大
変
な
と
こ
ろ
も
あ

る
け
ど
、
俺
が
勝
手
に
勉
強
進
め
て
る
だ

け
っ
て
と
こ
ろ
も
あ
る
か
な
。
だ
か
ら
、

経
済
を
専
攻
に
し
た
ら
、
な
ま
ら
苦
し
い

と
か
っ
て
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
。
だ
け

ど
、
本
気
で
や
る
な
ら
、
勉
強
し
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
は
多
い
か
も
。

│
例
え
ば
、
何
の
勉
強
し
て
る
ん
？

小
林
　
経
済
学
で
論
文
書
く
た
め
に
は
、

数
字
と
統
計
を
ち
ゃ
ん
と
扱
え
る
よ
う
に

し
と
く
必
要
が
あ
っ
て
、
そ
の
勉
強
を
最

近
は
し
て
る
か
な
。
特
に
、
計
量
経
済
学

と
統
計
ソ
フ
ト
の
扱
い
方
を
中
心
に
や
っ

て
る
。

│
そ
れ
を
独
学
で
進
め
て
る
ん
よ
な
。

や
ば
い
な
、
洸
太
。
す
げ
え
わ
。

小
林
　
い
や
、
俺
が
や
り
た
い
こ
と
と
ド

ン
ピ
シ
ャ
だ
か
ら
、
別
に
不
本
意
で
や
っ

て
る
訳
で
は
な
い
よ
。（
笑
）
し
か
も
、

授
業
で
教
わ
る
こ
と
も
あ
る
し
。
た
だ
、

授
業
の
延
長
を
自
分
で
勉
強
し
て
る
っ
て

だ
け
。

│
と
は
言
っ
て
も
や
な
、
授
業
の
延
長

を
独
習
し
て
る
っ
て
の
が
す
ご
い
ん
や
わ
。

と
こ
ろ
で
、
中
野
ゼ
ミ
で
は
何
の
勉
強
し

て
る
ん
？
開
発
経
済
学
だ
っ
け
？

小
林
　
ん
だ
ね
。
俺
は
、
特
に
マ
イ
ク
ロ

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
る
か
な
。

̶
̶

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
？

小
林
　
簡
単
に
い
え
ば
、
途
上
国
の
低

所
得
者
層
を
対
象
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
こ
と
。
貧
困
脱
却
に
も
貢
献
す

る
っ
て
、
最
近
期
待
さ
れ
て
る
。
独
立
論

文
で
は
、
統
計
的
に
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ

ト
が
、
途
上
国
の
貧
困
層
に
与
え
る
影

響
な
ん
か
を
分
析
し
て
、
因
果
関
係
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
っ
て
る
。

│
お
！
じ
ゃ
あ
、
ま
さ
に
独
学
し
て
き

た
統
計
と
か
計
量
経
済
学
の
知
識
が
、

こ
こ
で
活
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
る
っ
て
こ

と
ね
。

小
林
　
そ
だ
ね
え
。（
笑
）

│
中
野
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
ど
ん
な
感

じ
な
ん
？

小
林
　
う
ー
ん
。
先
生
自
身
が
明
る
い

人
だ
か
ら
、
楽
し
い
よ
。
そ
れ
に
、
現
場

経
験
も
豊
富
な
先
生
だ
か
ら
、
現
地
の

話
と
か
も
聞
け
て
め
っ
ち
ゃ
刺
激
的
。
そ

れ
で
い
て
、
ゼ
ミ
生
も
向
上
心
高
い
し
、

自
主
性
も
あ
る
か
ら
、
み
ん
な
ち
ゃ
ん
と

勉
強
し
て
る
わ
。
別
に
俺
に
限
っ
て
勉
強

し
て
る
っ
て
訳
で
は
な
い
べ
。

̶
̶

 

あ
ー
。
中
野
ゼ
ミ
み
ん
な
が
勉
強

し
て
る
ん
や
。
い
い
雰
囲
気
や
な
。

小
林
　
ん
だ
ね
。
こ
れ
か
ら
は
、
独
立

論
文
も
本
格
的
に
書
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

し
さ
、
も
っ
と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
ん
べ

な
。

小
林
洸
太

北
海
道
出
身

FO
REST

所
属
・
国
際
36
期
の
新
歓
委
員
長

誰
も
が
認
め
る
努
力
家底無しの

  学習意欲

潘ゼミ（日本政治外交史）

村中信隆

│
の
ぶ
り
ん（
村
中
の
あ
だ
名
）っ
て
、、

興
味
の
範
囲
広
す
ぎ
ね
？
政
治
・
歴
史
・

経
済
全
部
好
き
や
ん
な
。
ど
う
や
っ
て
ゼ

ミ
選
ん
だ
ん
？

村
中
　
実
際
、
ど
の
ゼ
ミ
に
入
ろ
う
か

悩
ん
だ
け
ど
、
結
局
、
潘
先
生
の
と
こ

ろ
で
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
戦
前

の
政
党
政
治
に
興
味
あ
っ
た
か
ら
か
な
。

│
い
や
、
そ
れ
だ
け
や
っ
た
ら
分
か
ら

ん
。
詳
し
く
。

村
中
　
も
と
も
と
、
日
本
の
近
現
代
史

に
興
味
が
あ
っ
た
。
ん
で
、
そ
の
中
で
も
、

な
ん
で
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て

し
ま
っ
た
ん
か
っ
て
こ
と
が
知
り
た
か
っ

た
。
で
も
、
そ
う
い
う
論
考
っ
て
結
構
あ

る
や
ん
。
軍
部
が
暴
走
し
た
か
ら
云
々

な
ん
て
説
明
は
よ
く
あ
る
と
思
う
け
ど
、

政
党
政
治
の
観
点
か
ら
も
理
由
づ
け
で
き

る
か
な
っ
て
思
っ
た
ん
よ
な
。

│
い
つ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
？
だ
っ
て
、
世
界
史
選
択

や
っ
た
や
ろ
。
日
本
史
い
つ
の
間
に
勉
強

し
た
ん
？

村
中
　
大
学
入
学
し
て
か
ら
も
、
受
験

勉
強
の
ノ
リ
で
日
本
史
の
勉
強
や
っ
て
た

か
ら
、
普
通
に
興
味
持
っ
た
。

│
入
学
し
て
か
ら
独
学
し
た
っ
て
こ

と
？

村
中
　
お
ん
。
あ
と
、
潘
先
生
の
授
業

受
け
て
く
中
で
、
こ
れ
か
な
あ
っ
て
感
じ

た
。

も
ち
ろ
ん
、
ゼ
ミ
入
っ
た
今
も
勉
強
し
て

る
よ
。

│
の
ぶ
り
ん
、
す
ん
げ
え
な
。
ゼ
ミ
で

は
普
段
ど
ん
な
こ
と
し
て
る
ん
？

村
中
　
主
に
、
輪
読
か
な
。
こ
な
い
だ

は
、
歴
代
駐
米
大
使
の
系
譜
を
追
っ
て

た
。│

え
、
駐
米
大
使
？

村
中
　
そ
う
。
普
通
は
外
務
大
臣
・
国

務
大
臣
と
か
に
着
目
し
て
外
交

政
策
と
か
の
変
遷
を
追
い
か
け

た
り
す
る
け
ど
、
駐
米
大
使
に

ス
ポ
ッ
ト
当
て
る
っ
て
い
う
の
は

新
鮮
や
っ
た
な
。 

扱
う
本
が
学

術
書
と
か
に
な
っ
て
く
る
と
、

切
り
口
が
独
特
や
か
ら
、
読
ん
で
て
楽
し

い
わ
。
自
分
が
知
っ
て
る
つ
も
り
や
っ
た

こ
と
が
、
実
は
す
ご
い
浅
は
か
で
一
面
的

な
見
方
や
っ
た
な
あ
っ
て
思
う
こ
と
が
増

え
て
き
た
。

│
確
か
に
。
で
も
さ
、
専
門
性
が
増

し
す
ぎ
て
、
理
解
が
追
い
つ
か
へ
ん
と
か

あ
る
く
な
い
？

村
中
　
理
解
が
追
い
つ
か
へ
ん
と
い
う
よ

り
か
は
、
も
っ
と
勉
強
せ
や
な
あ
か
ん
な

っ
て
思
っ
た
。
輪
読
終
わ
っ
て
か
ら
、
先

生
か
ら
質
問
が
あ
っ
て
、「
安
倍
政
権
の

外
交
は
、
佐
藤
内
閣
と
田
中
内
閣
の
外

交
の
ど
ち
ら
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
ん
や
け
ど
、
正
直

難
し
か
っ
た
な
。
で
も
、
答
え
の
な
い
問

題
に
自
分
な
り
の
解
答
を
出
し
て
い
く
作

業
っ
て
の
は
、
受
験
勉
強
と
は
違
っ
た
感

覚
が
し
て
、
楽
し
か
っ
た
わ
。

│
確
か
に
。
自
分
の
意
見
を
構
築
す

る
機
会
な
ん
て
高
校
生
の
時
に
は
な
か
っ

た
も
ん
な
。

村
中
　
そ
う
や
ろ
。
で
も
、
意
見
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
若
干
の
基
礎
知
識
は

い
る
か
ら
、
そ
こ
は
潘
先
生
の
授
業
受
け

と
い
て
正
解
や
っ
た
し
、
ゼ
ミ
入
っ
て
か

ら
で
も
知
識
は
補
強
し
て
い
っ
て
る
で
。

て
い
う
か
、
普
通
に
ゼ
ミ
入
っ
て
か
ら

知
っ
た
事
実
を
も
と
に
、
そ
の
ま
ま
研
究

す
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
ぐ
ら
い
や
し

な
。│

と
い
う
と
？

村
中
　
事
前
に
独
立
論
文
で
研
究
し
た

い
こ
と
を
決
め
て
た
と
し
て
も
、
輪
読
で

偶
然
自
分
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
全

く
関
連
性
の
な
い
分
野
に
興
味
が
移
る
こ

と
も
あ
る
よ
っ
て
こ
と
。
ゼ
ミ
に
入
る
段

階
で
研
究
し
た
い
こ
と
を
確
定
で
き
て
る

の
も
い
い
こ
と
や
け
ど
、
ゼ
ミ
の
中
で
一

番
刺
激
を
受
け
た
こ
と
に
取
り
組
む
の
が

実
は
よ
か
っ
た
り
す
る
か
も
な
。

│
興
味
が
変
わ
っ
て
も
い
い
っ
て
こ
と

ね
。

村
中
　
そ
う
。
な
ん
な
ら
、
自
分
の
興

味
が
先
鋭
化
さ
れ
す
ぎ
て
る
よ
り
も
、

ち
ょ
っ
と
発
散
し
て
た
く
ら
い
の
方
が
、

い
ろ
ん
な
議
論
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
か
ら

楽
し
い
か
も
な
。

村
中
信
隆(

の
ぶ
り
ん)

三
重
県
出
身

三
重
県
人
会
会
長

情
報
の
吸
収
力
は
ス
ポ
ン
ジ
並
み

白川ゼミ（河川・水環境）

松永知也

│
ま
つ
と
も
（
松
永
の
あ
だ
名
）、
お
前

い
つ
の
間
に
川
と
か
に
興
味
持
っ
た
ん
や
？

国
際
関
係
分
野
の
授
業
を
地
図
帳
開
い
て
、

最
前
列
で
受
け
て
た
人
間
が
、
ゼ
ミ
で
は
環

境
分
野
を
選
ん
だ
っ
て
の

が
信
じ
ら
れ
へ
ん
の
や
が
。

松
永
　
い
や
、
俺
も
と
か

ら
川
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ

よ
。
別
に
関
心
が
変
わ
っ

た
と
い
う
訳
で
も
な
い
よ
。

国
際
関
係
論
も
好
き
だ
け

ど
、
ゼ
ミ
は
環
境
分
野
を

選
ん
だ
っ
て
だ
け
。

│
川
が
好
き
っ
て
ど
う

い
う
意
味
や
？
川
は
川
だ

ろ
。
ど
こ
に
好
き
に
な
る

要
素
が
あ
る
ん
か
意
味
分

か
ら
へ
ん
ね
ん
け
ど
。

松
永
　
う
ー
ん
。
そ
れ
を

説
明
す
る
の
は
難
し
い
け
ど
、
川
を
研
究
す

る
っ
て
面
白
い
ん
だ
よ
。
川
と
人
間
っ
て
、

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
じ
ゃ
ん
か
。
例
え

ば
、
昔
は
治
水
工
事
も
十
分
じ
ゃ
な
か
っ
た

か
ら
、
川
が
氾
濫
す
る
と
、
人
間
の
生
活
環

境
も
尽
く
破
壊
さ
れ
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ

た
。
で
も
、
そ
の
一
方
で
、
川
は
生
活
用
水

や
移
動
手
段
と
し
て
不
可
欠
な
存
在
で
さ
。

現
代
で
こ
そ
、
堤
防
や
ダ
ム
の
お
か
げ
で
、

川
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

け
れ
ど
も
、
人
類
史
全
体
で
み
た
ら
、
川
と

人
間
が
今
み
た
い
な
平
穏
な
関
係
に
な
る
ま

で
に
は
、
結
構
な
時
間
が
か
か
っ
て
た
と
思

う
ん
だ
よ
。

│
今
ま
で
、
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
た
こ
と

な
か
っ
た
わ
！
川
と
人
類
の
関
係
、
深
い
な
。

松
永
　
そ
う
な
ん
さ
。
で
も
、
最
近
悲
し
い

こ
と
に
、
川
と
人
間
の
距
離
が
離
れ
て
き
て

る
よ
う
な
気
が
し
て
る
。

̶
̶

ほ
う
。
と
い
う
と
？

松
永
　
防
災
と
か
治
水
と
か
に
目
を
向
け
ら

れ
て
し
ま
う
あ
ま
り
、
人
間
の
居
住
エ
リ
ア

と
川
の
距
離
が
離
れ
す
ぎ
て
分
断
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ん
だ
よ
。
生
活
用
水
も
蛇
口
を
ひ
ね

る
だ
け
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
、
川
を
意
識
せ
ず
と
も
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

で
も
、
今
、
国
交
省
が
推
進
し
て
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
川
と
街
を
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
る
や
つ
だ
か
ら
、
か

な
り
期
待
し
て
る
。
独
立
論
文
で
何
を
す
る

か
は
、
ま
だ
確
定
し
き
れ
て
な
い
け
ど
、
そ

う
い
う
の
や
り
た
い
か
な
。

│
い
や
、
普
通
に
お
も
ろ
そ
う
や
な
。
独

立
論
文
出
来
上
が
っ
た
ら
読
ま
せ
て
。
と
こ

ろ
で
、
ゼ
ミ
っ
て
ど
ん
な
な
ん
？

松
永
　
白
川
ゼ
ミ
っ
て
、
工
学
シ
ス
テ
ム
学

類
生
と
一
緒
に
や
っ
て
る
か
ら
文
理
融
合
な

ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
・
河
川
環

境
・
水
防
災
・
経
済
ま
で
、
な
ん
で
も
で
き

て
し
ま
う
。
院
生
も
一
緒
に
い
る
か
ら
、
か

な
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
議
論
も
聞
け
る
し
、
洪

水
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
る
人
ま
で
い

て
、
川
に
関
す
る
こ
と
だ
っ
た
ら
、
も
う
何

で
も
あ
り
み
た
い
。

│
そ
れ
め
っ
ち
ゃ
い
い
環
境
や
な
。
そ
う

い
え
ば
、
ま
つ
と
も
自
身
も
理
系
で
国
際

入
っ
て
き
た
か
ら
、
相
性
が
い
い
ん
か
も
な
。

松
永
　
そ
れ
は
あ
る
か
も
。
大
学
入
っ
て
、

理
系
の
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
な
ら
、
こ
の

ゼ
ミ
に
入
っ
て
し
ま
う
の
も
選
択
肢
か
も
。

あ
と
、
白
川
先
生
の
授
業
っ
て
普
通
に
楽
し

い
か
ら
さ
、
そ
れ
で
こ
の
ゼ
ミ
を
志
す
人
も

多
い
と
思
う
。

│
そ
う
い
え
ば
、
ま
つ
と
も
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
っ

て
、
な
ん
か
川
の
写
真
多
く
な
い
？
旅
行
行

く
た
び
に
、
川
の
写
真
撮
っ
て
る
ん
？

松
永
　
あ
ー
。
あ
ん
ま
り
意
識
し
て
な
か
っ

た
け
ど
、
実
際
、
行
程
に
川
沿
い
が
多
い
の

は
事
実
か
も
。
自
転
車
で
一
人
旅
に
よ
く
行

く
ん
だ
け
ど
、
川
沿
い
っ
て
気
持
ち
良
い
ん

だ
よ
。
あ
と
、
ダ
ム
と
か
溪
流
と
か
も
よ
く

行
く
か
な
。
台
風
で
被
災
し
た
地
域
に
も
、

自
転
車
を
走
ら
せ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

旅
行
好
き
が
高
じ
て
、
ゼ
ミ
を
決
め
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
る
か
も
ね
。（
笑
）

松
永
知
也
（
ま
つ
と
も
）

静
岡
県
出
身

元
馬
術
部
員

自
転
車
だ
け
で
日
本
中
を
旅
す
る
強
者

│
巴
那
に
と
っ
て
、
関
根
ゼ
ミ
っ
て
ど

う
？
や
っ
ぱ
り
学
群
長
の
ゼ
ミ
だ
か
ら
厳
し

か
っ
た
り
す
る
？

水
野
　
い
や
、
オ
ン
と
オ
フ
の
差
が
か
な
り

激
し
い
っ
て
だ
け
か
な
。

│
え
！
意
外
！
オ
フ
と
か
あ
る
ん
や
。

じ
ゃ
あ
、
ま
ず
は
オ
ン
の
ほ
う
か
ら
聞
こ
っ

か
な
。
ゼ
ミ
で
ど
ん
な
こ
と
し
て
ん
の
？

水
野
　
う
ち
の
ゼ
ミ
は
、
文
化
人
類
学
の
観

点
か
ら
開
発
を
議
論
し
て
る
か
ら
、
経
済
学

と
は
全
然
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ん
よ
ね
。

│
詳
し
く
お
願
い
。

水
野
　
途
上
国
の
開
発
っ
て
い
う
と
、
普
通
、

経
済
水
準
を
ど
う
や
っ
て
高
め
る
か
っ
て
議

論
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
。
で
も
、
そ
れ

だ
け
じ
ゃ
途
上
国
の
開
発
は
う
ま
く
い
か
へ

ん
っ
て
う
ち
は
考
え
て
て
。

│
え
、
な
ん
で
？

水
野
　
も
し
、
経
済
発
展
だ
け
を
途
上
国

支
援
の
目
的
と
据
え
る
な
ら
、
途
上
国
の
人

た
ち
が
置
い
て
け
ぼ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
ん
よ
ね
。
例
え
ば
や
け
ど
、
開
発

を
名
目
に
森
を
切
り
開
い
て
、
農
地
と
か
工

場
を
作
っ
た
り
す
る
や
ん
。
で
も
、
切
り
開

い
た
森
と
い
う
場
が
、
集
落
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
宗
教
的
・
民
族
的
に
重
要
な
場

所
で
あ
っ
た
り
す
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
。

も
し
、
経
済
的
成
長
だ
け
を
追
い
求
め
た

開
発
や
っ
た
ら
、
こ
ん
な
問
題
が
起
こ
る
く

な
い
？

│
確
か
に
。
な
ん
か
、
独
善
的
な
開
発
に

な
っ
て
し
ま
い
そ
う
。

水
野
　
そ
う
そ
う
。
開
発
す
る
側
が
良
か

れ
と
思
っ
て
し
た
こ
と
が
、
裏
目
に
出
て
し

ま
う
こ
と
も
実
は
あ
る
ん
よ
ね
。
だ
か
ら
、

開
発
す
る
側
と
開
発
さ
れ
る
側
の
双
方
向
の

関
係
が
す
ご
く
重
要
。
も
っ
と
い
う
と
、
開

発
さ
れ
る
側
の
人
た
ち
が
中
心
の
開
発
が
、

本
当
は
望
ま
し
い
っ
て
こ
と
。

│
な
る
ほ
ど
ね
。
と
こ
ろ
で
、
巴
那
自
身

は
何
に
興
味
が
あ
る
ん
？

水
野
　
私
は
、
日
本
の
観
光
産
業
を
開
発

人
類
学
の
観
点
か
ら
扱
お
う
と
思
っ
て
る
。

│
え
？
日
本
で
開
発
人
類
学
や
る
ん
？
日

本
は
途
上
国
や
な
い
や
ん
。

水
野
　
で
も
、
地
方
創
生
と
か
っ
て
、
地
方

と
中
央
の
間
に
双
方
向
的
な
関
係
が
築
け
て

る
よ
う
に
見
え
へ
ん
く
な
い
？
「
田
舎
は
観

光
産
業
を
や
れ
ば
い
い
」
み
た
い
な
発
想
が

中
央
に
は
、
ど
こ
か
あ
り
そ
う
で
、
一
方
的

な
関
係
な
気
が
す
る
ん
よ
ね
。
今
、
そ
れ
を

独
立
論
文
の
テ
ー
マ
に
し
て
み
よ
う
か
と
悩

ん
で
る
。

│
確
か
に
！
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
ん
な

気
も
す
る
。
ん
じ
ゃ
あ
、
次
は
オ
フ
の
時
の

楽
し
げ
な
話
教
え
て
よ
！

水
野
　
う
ー
ん
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
話
が

長
く
な
り
そ
う
や
か
ら
、
実
際
に
関
根
ゼ
ミ

に
入
っ
た
人
だ
け
が
知
り
う
る
秘
密
っ
て
こ

と
で
。（
笑
）

水
野
巴
那

米
国
テ
キ
サ
ス
州
出
身

準
硬
式
野
球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

優
し
さ
と
強
さ
を
兼
ね
備
え
る
頑
張
り
屋
さ
ん

最
高
の

　
　
　学
問
を

最
高
の

　
　
　学類
で
。

文化 環境

政治 経済

関根ゼミ（開発人類学）

今、浸透している理論を
打破していく必要がある。
トップダウンじゃなく、
ボトムアップな開発。

水野巴那

人に言われずとも
自分で勉強できる。
そんな人たちがこのゼミに
集まってきてる。

普段の授業はもちろんだが、
自分で勉強することも大事。
自習室滞在時間じゃ
誰にも負けない。

自転車でよく旅するんだけど、
ルートの中に
必ず川が入ってる。
それぐらい川が好き。







塾講師・家庭教師
派遣

ショップ店員
飲食接客

ブライダル

披験

児童館
コールセンター

コンビニ

リゾートバイト

ジム

事務 翻訳
映画館

マガジンライター

工作指導

薬局

NGO

絵画モデル

エキスポセンター

● 体育系　  ● 文化系　  ● 芸術系　  ● その他

 ● 日本史　  ● 世界史　  ● 地理　  ● 数学



たった2週間、
　されど2週間

自分と違う「当たり前」との出会い

海外での学び

留
学
に

正
解
な
ん
て
な
い

私
は
︑
２
年
次
の
７
月
か
ら
12
月
ま
で

の
約
半
年
間
︑Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
し
て
︑
フィ
リ
ピ
ン
大
学
に
留
学
し
て
い

ま
し
た
︒
本
学
に
は
欧
米
へ
の
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
多
数
あ
る
な
か
で
︑
私
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の

留
学
を
選
ん
だ
理
由
は
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
︒

一
つ
目
に
︑
よ
り
現
地
に
密
着
し
た
形
で
開
発
に
つ

い
て
勉
強
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
︒
私
は
︑
大
学
で
国

際
開
発
学
を
専
攻
し
て
お
り
︑
将
来
は
開
発
学
の
分

野
で
最
も
先
進
的
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
へ
進

学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
学
部
生
の

う
ち
は
︑
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
と
は
違
う
現
地
の
視
点

か
ら
開
発
を
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
︒
フィ

リ
ピ
ン
大
学
に
は
︑
地
域
開
発
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
学
べ
る
授
業
が
あ
り
︑
と
て
も

魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
︒

二
つ
目
に
は
︑
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
向
上
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
︒
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は

英
語
は
公
用
語
の
一
つ
で
︑
小
学
校
か
ら
一
部
科
目
の

授
業
が
英
語
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑
ほ
と

ん
ど
の
人
が
英
語
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
私
は

英
語
に
対
し
て
強
烈
な
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
た
の

で
︑
長
期
留
学
で
英
語
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
な
か
で
︑

そ
の
苦
手
意
識
を
克
服
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
︒

こ
こ
で
結
果
を
記
す
と
︑
地
域
開
発
の
学
習
と
語

学
力
の
向
上
と
い
う
こ
の
二
つ
の
目
的
は
︑
留
学
で
ど

ち
ら
も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
し
か
し
︑

留
学
の
成
果
と
し
て
は
そ
れ
以
上
に
︑日
常
生
活
の
中

で
様
々
な
気
づ
き
や
学
び
を
得
た
こ
と
の
ほ
う
が
大
き

か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
︒

例
え
ば
︑
あ
る
授
業
で
は
︑
男
性
の
先
生
が
毎
回

３
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
を
授
業
に
連
れ
て
き
ま
し
た
︒

日
本
だ
っ
た
ら
︑
子
ど
も
を
保
育
園
や
知
人
な
ど
に

預
け
る
の
で
授
業
に
連
れ
て
く
る
こ
と
は
ま
ず
な
い

で
し
ょ
う
︒
し
か
し
そ
れ
を
伝
え
る
と
︑
先
生
は
﹁
社

会
が
行
う
べ
き
は
︑
子
ど
も
を
預
け
る
場
所
を
つ
く

る
か
︑
す
べ
て
の
場
所
をchild-friendly

に
す
る
か
の

ど
ち
ら
か
だ
﹂
と
言
い
ま
し
た
︒
私
に
と
っ
て
後
者
の

考
え
は
目
か
ら
鱗
で
︑
自
分
に
と
っ
て
の﹁
当
た
り
前
﹂

が
︑い
か
に
周
囲
の
社
会
環
境
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
か
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
授
業
に
関
し
て
は
︑
日
本
と
比
べ
て
天
候

を
理
由
に
学
校
が
簡
単
に
休
校
に
な
る
こ
と
に
も
文

化
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
︒
も
ち
ろ
ん
︑
フィ
リ
ピ
ン

で
は
雨
季
︵
５
～
11
月
頃
︶
の
天
候
が
極
め
て
不
安

定
な
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
︑
た
と

え
晴
れ
て
い
て
も
台
風
が
近
づ
い
て
い
た
り
す
る
と
休

校
に
な
り
ま
す
︒
は
じ
め
の
１
週
間
で
３
日
も
学
校
が

休
校
に
な
り
︑
雨
季
と
ほ
ぼ
重
な
る
留
学
期
間
中
に

満
足
に
授
業
を
受
け
ら
れ
る
の
か
心
配
に
な
っ
て
︑

私
は
現
地
の
友
達
に
相
談
し
た
く
ら
い
で
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
留
学
中
は
日
常
の
些
細
な
出
来
事

か
ら
も
新
た
な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
︑
日
本
と
は

違
う
価
値
観
や
文
化
に
触
れ
た
こ
と
で
︑
視
野
が
大

き
く
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
ま
た
同
時
に
︑
外

の
視
点
か
ら
日
本
の
現
状
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
︑
日
本
の
良
さ
や
課
題
に
つ
い
て
再
認
識
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
︒
フィ
リ
ピ
ン
で
過
ご
し
た
時

間
は
本
当
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
︑
こ
の
経
験
は

間
違
い
な
く
大
き
な
財
産
と
し
て
︑
将
来
に
も
役
立

つ
と
思
い
ま
す
︒
こ
の
学
び
を
忘
れ
ず
に
︑
今
後
も

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
！

２
年
次
の
夏
︑
本
学
の
﹁
持
続
的
な
社

会
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
す
る
ト
ラ
ン
ス
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
協
働
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

の
短
期
研
修
に
参
加
し
︑
17
日
間
メ
キ
シ
コ

に
滞
在
し
ま
し
た
︒
私
は
そ
れ
ま
で
︑
中

南
米
へ
の
渡
航
経
験
も
な
く
︑
メ
キ
シ
コ
の
こ
と
は

ニ
ュ
ー
ス
で
見
聞
き
す
る
程
度
で
︑﹁
海
の
向
こ
う
﹂

の
遠
い
国
だ
と
い
う
印
象
で
し
た
︒
し
か
し
︑
実
際

に
研
修
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
は
︑
実
は
メ
キ

シ
コ
と
日
本
は
友
好
関
係
が
深
く
︑
心
の
距
離
は
と

て
も
近
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
︒
た
っ
た
２
週
間
の
研

修
で
し
た
が
︑
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
友
好
関
係
を
は

じ
め
︑
メ
キ
シ
コ
の
歴
史
︑
文
化
や
習
慣
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
共
に
︑
大
学
で
の
講
義
︑
日

系
企
業
へ
の
訪
問
や
現
地
に
住
む
日
本
人
と
の
会
話

を
通
し
て
メ
キ
シ
コ
の
﹁
今
﹂
を
知
り
︑
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
︒

メ
キ
シ
コ
と
日
本
を
比
較
す
る
と
︑
お
そ
ら
く
貧

困
問
題
や
治
安
・
衛
生
に
つ
い
て
日
本
の
ほ
う
が
発

展
し
て
い
る
と
み
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
︒
し
か
し
︑
研
修
先
の
一
つ
と
し
て
訪
問
し
た
特

別
支
援
教
育
施
設
で
は
︑
そ
の
設
備
や
教
育
の
質
︑

運
営
を
支
援
す
る
企
業
数
な
ど
大
変
充
実
し
て
お

り
︑
中
南
米
の
国
々
を
日
本
よ
り
も
貧
し
い
な
ど
と

一
概
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
︒
た

し
か
に
︑
メ
キ
シ
コ
は
貧
富
の
格
差
が
大
き
く
︑
特

に
首
都
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
シ
ティ
で
は
水
不
足
や
高
齢

化
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
そ
の

よ
う
に
複
雑
な
社
会
の
中
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る

範
囲
で
社
会
に
貢
献
し
て
お
り
︑
こ
の
よ
う
な
姿
勢

は
私
自
身
も
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
︒ま

た
研
修
を
通
し
て
メ
キ
シ
コ
を
含
む
中
南
米
と

日
本
の
関
係
に
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
︒
日
墨
の
友

好
関
係
は
江
戸
時
代
か
ら
長
く
続
い
て
お
り
︑
中
南

米
に
は
多
く
の
企
業
が
日
本
か
ら
進
出
し
て
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
近
年
は
進
出
先
が
中
南
米
か
ら
他
地
域
へ

と
変
更
さ
れ
つ
つ
あ
り
︑
中
南
米
へ
の
関
心
が
低
下
し

て
い
る
と
い
う
現
状
も
学
び
ま
し
た
︒
一
方
で
現
地

の
人
々
の
日
本
へ
の
関
心
は
高
く
︑
日
本
の
食
文
化

や
ア
ニ
メ
な
ど
は
特
に
人
気
が
あ
り
︑
私
は
日
本
と

メ
キ
シ
コ
の
関
係
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
日
墨

の
交
流
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
︑
ま
た
日
本
の
メ
キ

シ
コ
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
︒

私
は
入
学
当
初
は
長
期
留
学
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
︑
１
年
次
の
英
語
研
修
︵
英
国
︶
と
今
回
の
メ
キ

シ
コ
で
の
研
修
に
参
加
し
︑
短
期
間
の
研
修
に
複
数

回
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒
ど
ち
ら
も
１
か
月

弱
の
研
修
で
︑
気
づ
い
た
ら
帰
国
日
が
迫
っ
て
お
り
︑

あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
︒
そ
れ
で
も
日

本
と
は
全
く
異
な
る
環
境
に
身
を
お
き
︑
現
地
の
生

活
を
体
験
す
る
と
共
に
そ
の
国
の
視
点
で
日
本
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
短
い
と
思
わ
れ
る
期
間

で
も
︑
現
地
で
の
生
活
や
学
び
は
も
ち
ろ
ん
︑
日
本

に
い
る
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
も
発
見

で
き
る
機
会
と
な
る
と
思
い
ま
す
︒
筑
波
大
学
に
は

こ
の
よ
う
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
の

で
︑
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
国
際
総
合
学
類
に
は
留
学
を
す
る
学
生
が
多
い
で
す
︒

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
人
の
中
に
も
︑
な
ん
と
な
く
留
学

し
た
い
な
ぁ
な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
︒

私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
入
学
し
て
︑
２

年
生
の
夏
か
ら
半
年
間
︑
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ラ
マ
ン
カ
大
学
に
交
換
留
学

を
し
ま
し
た
︒
１
年
時
の
秋
に
ス
ペ
イ
ン
語
へ
興
味
が
わ
い
て
か
ら
少

し
ず
つ
留
学
プ
ラ
ン
を
考
え
︑
最
終
的
に
交
換
留
学
制
度
を
使
っ
て
︑

新
し
い
分
野
を
第
二
外
国
語
で
学
習
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
︒
選
考
の
末
︑
承
認
を
い
た
だ
い
て
か
ら
は
︑
怒
涛
の
毎
日
︒

語
学
の
勉
強
︑
そ
し
て
事
前
準
備
や
履
修
登
録
に
明
け
暮
れ
ま
し

た
︒
中
で
も
日
西
の
２
か
所
で
申
請
す
る
留
学
ビ
ザ
は
︑
情
報
収
集

か
ら
申
請
ま
で
す
べ
て
自
分
で
行
う
た
め
大
変
で
し
た
︒

第
二
外
国
語
の
授
業
に
毛
の
生
え
た
程
度
の
語
学
力
し
か
な
い
ま

ま
︑
不
安
い
っ
ぱ
い
で
サ
ラ
マ
ン
カ
に
降
り
立
っ
た
日
の
こ
と
は
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
︒
焼
け
る
よ
う
な
陽
ざ
し
と
カ
ラ
カ
ラ
に

乾
燥
し
た
空
気
の
中
︑
何
か
食
べ
よ
う
と
思
い
立
っ
て
小
一
時
間
︒

コ
ン
ビ
ニ
も
な
く
︑
店
と
い
う
店
が
閉
ま
っ
て
い
て
︑
半
泣
き
に
な
り

な
が
ら
サ
ラ
マ
ン
カ
の
見
惚
れ
る
ほ
ど
美
し
い
街
の
ど
真
ん
中
で
途

方
に
暮
れ
ま
し
た
︒
当
時
の
私
は
ス
ペ
イ
ン
の
シ
エ
ス
タ
︵
お
昼
寝
︶

の
文
化
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
︒
言
語
か
ら
生
活
習
慣
ま
で
な
に

も
か
も
が
異
な
る
︑
そ
ん
な
新
し
い
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間

で
し
た
︒

は
じ
め
の
１
か
月
は
体
と
頭
を
慣
ら
す
た
め
に
語
学
学
校
に
通
い

ま
し
た
︒
午
前
中
に
授
業
を
受
け
︑
放
課
後
は
勉
強
︑
探
索
︑
家

探
し
︒
９
月
か
ら
の
本
格
的
な
大
学
の
授
業
は
︑
せ
っ
か
く
な
ら
自

分
の
好
き
な
科
目
を
勉
強
し
よ
う
︑
と
歴
史
地
理
学
部
で
受
け
ま
し

た
︒
結
論
か
ら
言
う
と
︑
も
う
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
難
し
か
っ
た

で
す
︒
最
初
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
な
い
ま
ま
混
乱
状
態
で
出
席
︒

同
じ
授
業
を
取
っ
て
る
留
学
生
仲
間
を
見
つ
け
︑
放
課
後
は
カ
フ
ェ

や
図
書
館
で
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
︒
留
学
後
半
に
な
っ
て
く
る
と

歴
史
用
語
や
固
有
名
詞
も
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
︑﹁
あ
ー
︑
今

百
年
戦
争
の
話
し
て
る
﹂
な
ん
て
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
日
に
は
小

さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
た
も
の
で
す
︒
学
期
末
に
は
課
題
や
テ
ス

ト
に
追
わ
れ
な
が
ら
︑
あ
わ
た
だ
し
く
私
の
留
学
生
活
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
︒
つ
い
先
日
︑
留
学
先
で
取
得
で
き
た
単
位
を
筑
波
大
学
の

単
位
に
交
換
し
て
も
ら
い
︑
や
っ
と
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
︒

ス
ペ
イ
ン
で
の
半
年
間
は
と
に
か
く
濃
厚
で
刺
激
的
で
し
た
︒
ス
ペ

イ
ン
語
を
習
得
し
た
い
と
思
い
立
っ
て
飛
行
機
に
乗
り
︑
両
手
い
っ
ぱ

い
に
︑
は
ち
き
れ
そ
う
な
く
ら
い
の
学
び
と
気
づ
き
を
持
っ
て
成
田

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
︒
こ
こ
で
一
つ
だ
け
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
な
ら
︑

留
学
に
正
解
な
ん
て
な
い
と
い
う
こ
と
︒
楽
し
ま
な
き
ゃ
︑
仲
良
く

し
な
き
ゃ
︑
と
必
死
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
︑
何
か
一
つ
で

も
学
ん
で
帰
っ
て
こ
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
︒
辛
い
こ
と

や
挫
け
そ
う
に
な
る
こ
と
な
ん
て
日
常
茶
飯
事
で
︑
新
し
い
刺
激
や

衝
撃
的
な
こ
と
の
連
続
が
留
学
で
す
︒
そ
ん
な
目
ま
ぐ
る
し
い
時
間

の
中
で
︑
驚
き
や
発
見
︑
学
び
や
気
づ
き
を
得
る
こ
と
こ
そ
が
留
学

の
醍
醐
味
で
︑
自
分
の
成
長
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
瞬
間
だ
と

思
い
ま
す
︒

私
は
昨
年(

２
０
１
９
年)

の
８
月
︑
ド
イ
ツ
東
部
に
あ
る
バ
イ

ロ
イ
ト
大
学
で
約
１
か
月
間
の
語
学
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
︒

ま
ず
授
業
に
関
し
て
で
す
が
︑
こ
の
語
学
研
修
は
文
法
が
メ

イ
ン
の
午
前
授
業
と
会
話
が
メ
イ
ン
の
午
後
授
業
と
い
う
２
部
構

成
と
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
そ
の
ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
事

前
に
日
本
で
受
け
た
プ
レ
テ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
た
の
で

す
が
︑
私
は
当
時
ま
だ
文
法
を
一
通
り
終
え
た
程
度
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た

た
め
比
較
的
下
の
ク
ラ
ス
で
授
業
を
受
け
ま
し
た
︒
午
前
中
の
文
法
の
授

業
は
過
去
の
表
現
︑
序
数
︑
時
刻
な
ど
と
こ
れ
ま
で
に
一
度
は
習
っ
て
い

た
よ
う
な
一
般
的
な
内
容
で
し
た
︒
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
の
ド
イ

ツ
語
の
講
義
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
︑
プ
リ
ン
ト
や
テ
キ
ス
ト
で

文
法
事
項
を
一
通
り
学
ん
だ
あ
と
は
音
読
や
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
繰
り
返
し
行

う
な
ど
︑﹁
声
に
出
し
て
体
に
染
み
込
ま
せ
る
﹂
と
い
う
こ
と
に
比
重
が

置
か
れ
て
い
た
こ
と
で
し
た
︒
ま
た
︑
午
後
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
授
業
で
は

主
に
︑
紛
ら
わ
し
い
発
音
の
練
習
や
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
日
常
会
話
︑
簡
単
な

ド
イ
ツ
語
の
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
実
践
的
な
内
容
を
学
び
ま
し
た
︒
こ
こ
で
も

実
際
に
声
を
出
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
︒
私
は
こ
れ
ま
で
ド
イ

ツ
語
で
の
会
話
や
発
表
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
最

初
は
と
て
も
難
し
く
苦
労
し
ま
し
た
が
︑
授
業
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
段
々

と
学
ん
だ
単
語
や
表
現
を
使
っ
て
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
︒ 

私
は
こ
れ
ら
の
二
つ
の
授
業
を

通
し
て
︑
外
国
語
能
力
を
最
も
確
実
か
つ
効
率
的
に
向
上
さ
せ
る
鍵
は
自

ら
積
極
的
に
話
し
︑
間
違
え
︑
そ
し
て
修
正
し
て
い
く
と
い
う
行
為
に
こ

そ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
︒
加
え
て
︑
授
業
中
は
基
本

的
に
私
を
含
め
た
日
本
人
の
学
生
は
指
名
さ
れ
な
い
限
り
ほ
と
ん
ど
自
ら

発
言
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
外
国
人
の
学
生
︵
主
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
︶
は
少
し
で
も
分
か
ら
な
い
事
項
が
あ
る
と
理
解
す
る
ま
で
積
極

的
に
先
生
と
議
論
を
交
わ
す
場
面
が
多
く
︑
日
本
と
海
外
の
学
習
環
境
・

態
度
の
違
い
も
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
︒

続
い
て
研
修
中
の
生
活
面
に
つ
い
て
で
す
が
︑
私
は
大
学
近
く
の
家
族

宅
で
︑
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
男
子
学
生
２
人
と
共

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
︒
私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
こ
と
は
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で
今
回
の
研
修
の
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た

が
︑
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご
家
族
は
基
礎
的
な
英
語
し
か
通
じ
ず
︑
一

方
で
他
の
２
人
の
学
生
は
ド
イ
ツ
語
が
あ
る
程
度
話
せ
て
い
た
の
で
︑
最

初
の
方
は
自
分
だ
け
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
思
う
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
苦
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
大
学
で

の
授
業
を
受
け
る
に
つ
れ
て
段
々
と
ド
イ
ツ
語
を
話
す
と
い
う
こ
と
へ
の
抵

抗
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
︑
段
々
と
自
分
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
そ
の

日
の
出
来
事
や
質
問
な
ど
簡
単
な
ド
イ
ツ
語
で
す
が
積
極
的
に
話
し
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
終
わ
り
ご
ろ
に
は
研
修
の
こ
と
や
ド
イ
ツ
の
文
化
︑

社
会
の
こ
と
な
ど
様
々
な
話
を
で
き
る
ま
で
に
な
り
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
︒こ
れ
は
研
修
に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑や
は
り
受
け
身
に

な
る
の
で
は
な
く
貪
欲
に
動
い
て
み
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
る
の
だ
と

思
い
ま
す
︒ま
た
日
々
の
生
活
で
は
︑食
事
を
基
本
的
に
自
分
で
調
達
す
る

必
要
が
あ
っ
た
た
め
お
昼
は
学
食
で
食
べ
︑朝
と
夜
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で

購
入
し
ま
し
た
︒ス
ー
パ
ー
は
日
本
よ
り
も
安
い
価
格
で
パ
ン
や
飲
み
物
が

買
え
た
の
で
非
常
に
便
利
で
し
た
が
︑日
曜
日
に
ほ
と
ん
ど
お
店
が
閉
ま

る
こ
と
や
店
員
の
接
客
態
度
が
日
本
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
な
ど
︑様
々

な
文
化
の
違
い
を
目
に
し
ま
し
た
︒他
に
も
私
は
授
業
の
な
い
時
間
帯
は
で

き
る
だ
け
街
中
に
繰
り
出
し
︑日
常
生
活
や
街
の
構
造
な
ど
で
日
本
と
は

異
な
る
点
を
見
つ
け
︑な
ぜ
そ
れ
が
違
う
の
か
を
常
に
考
え
る
こ
と
を
心

掛
け
た
の
で
︑自
然
と
日
本
を
客
観
的
に
見
る
癖
が
つ
き
ま
し
た
︒

以
上
が
私
の
研
修
の
体
験
談
に
な
り
ま
す
が
︑
私
は
こ
の
研
修
で
ド
イ

ツ
語
の
能
力
に
加
え
て
︑
旅
行
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
ド
イ

ツ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
海
外
に
お
い
て
は
日
本

以
上
に
貪
欲
に
学
ぶ
姿
勢
が
重
要
で
あ
り
︑
そ
う
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
数
多
く
の
知
識
や
経
験
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
︒

筑
波
大
学
で
は
︑
世
界
中
の
様
々
な
国
や
地
域
で
行
わ
れ
る
研
修
が
用

意
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
奨
学
金
制
度
な
ど
も
非
常
に
充
実
し
て
い
る
の
で
︑

長
期
休
暇
を
有
効
に
使
い
た
い
人
や
短
期
間
で
語
学
力
を
鍛
え
た
い
人
︑

の
ち
の
長
期
留
学
に
向
け
て
海
外
で
の
経
験
を
積
ん
で
お
き
た
い
人
な
ど

は
︑
短
期
研
修
に
ぜ
ひ
積
極
的
に
応
募
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
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留学した国：スペイン
古田のどか

留学した国：ドイツ
渡邊智也

留学した国：フィリピン
薄井多空見

留学した国：メキシコ
西森麻衣



胸を打たれた彼の夢
国際総合学類3年次　石井千遥

　大学入学以前から「異文化」に関心がありました。自分と他者の差異
を見て、自分の知らない価値観や生き方の多様性へと視野を広げられる
のはとてもわくわくします。しかし、私にとって「異文化」に関する情
報とは文献やインターネットから得られるものに限られていました。当
時開発援助にも興味を持っていたので、実際に途上国という知らない世
界を見てみようと思い、1年次の夏休み1週間だけですが、フィリピンの
NGOのスタディツアーに参加しました。
　受け入れ先はイロイロ市にあるLOOBというNGOです。そこでエシカ
ル消費やフェアトレード、現地の人々の暮らしについて学びました。具
体的には、1週間という短い期間でしたが、フェアトレード製品の生産
者を訪問したり、ホストファミリーやフィリピンの子どもたちと交流す
ることができました。
　フェアトレード製品の生産者のひとりに紙ビーズの生産者がいました。彼
は紙でビーズを作り、ブレスレットやネックレスなどのアクセサリーと
して販売する生産者です。生産者が作った製品をLOOBが一定の価格で
毎 月 購 入 し て い る た め、彼 が ご み 山 で ウ ェ イ ス ト ピ ッ カ ー（waste 
picker；ゴミの中から価値のあるものを探して売る者）としてお金を稼
いでいた時よりも収入は安定しているようです。フェアトレードは、人
の心にも影響を与えます。LOOBは毎月一定の量（かなりの量）の製品
を彼に作るように依頼しますが、決められた量を毎月作ることはとても
大変なことです。昔いた20人の紙ビーズの生産者もその業務の大変さか
ら仕事を辞めてしまい、今では紙ビーズの担い手は彼ひとりになってし
まいました。では、なぜ彼は紙ビーズの生産に熱意を持ち、仕事を続け
られているのでしょうか。その理由を聞いてとても胸を打たれました。

　彼の夢は〝自分の子どもたちみんなが学校を卒業すること”。

　その夢が達成されるまではしっかり働いて得たお金で家族を支えたい
ということでした。家族のためなら大変な仕事もやりぬくという強い思
いを感じました。フィリピンで生産者やホストファミリーなどの人々と
交流すると、家族愛をとても感じます。たとえ貧しくても家族と過ごせ
れば幸せだという価値観に触れ、幸せとは何かについて考えるきっかけ
になりました。人々の幸福観は実際に現地に足を運ぶからこそ学べるこ
とではないでしょうか。
　これから大学生になるみなさんにはぜひ興味の幅を広げ、様々なこと
に挑戦してほしいです。少し勇気のいることでも成し遂げることで、世
界がまた違って見えてくると思います。

失敗だらけのインターン!
国際総合学類3年次　加藤優弥

　新歓に沸く大学1年次の春、希望すれば、国会議員の下で長期イン
ターンをすることができると噂に聞いた私は、「なるほど、大学生に
なれば、そんなお偉いさんにも会えるようになるのか」と思った。
これまで落ちた人はいないと聞いた選考を突破し、私は国会議員事
務所のインターン生として、夏休みを過ごすことになった。
　政治の中心地である霞ヶ関で、国会議員の事務所の一員として働
かせていただく機会を頂戴したのである。当然、私は期待感に満ち
ていたし、気分はパラメーターを振り切ってMAXであった。メッカ
に巡礼するかのような思いで迎えたインターンシップ初日は、そん
な私の期待感を尽く打ち砕いた。決して、事務所の方に厳しく怒ら
れたという訳ではない。むしろ、事務所の方は優しかった。私の声
の小ささ、姿勢、敬語など、とにかく全てにおいて丁寧に指導して
下さった。しかし、「事務所の一員となった今、私の至らなさが事務
所の悪評に繋がり、議員の活動を阻害しうる」という旨の注意を受
けた時、このインターンの責任の重さを初めて認識した。アルバイ
ト経験すらない私というのは、肩書こそ大学生とはいえ、18歳の青
二才であり、スーツに着られているだけの少年でしかなかった。
　そんな私であっても、事務所の一員として議員の手足となり働い
た。霞ヶ関では書類整理から会議への出席まで、議員の地元ではビ
ラ配りからポスティングまで、本当に色んなことを体験させて頂い
たが、私にとってもっとも貴重だったことは、議員さんや秘書さん
と交わす何気ない会話であった。政治的なことについて議論した時
には、私の意見に丁寧にコメントして下さったことを、今でも鮮明
に覚えている。政界で働いている方から、意見を頂戴できる機会な
ど、今後おそらくないであろう。
　言うまでもなく、失敗続きのインターンであったが、それをバネ
にして、なんとか期待に応えようと奮闘し続けた甲斐もあり、精神
的にも人間的にも成長させてくれた夏休みだったと思う。議員イン
ターンから2年が過ぎた現在、私は別の長期インターンに参加してい
る。失敗しても許される大学生のうちに、失敗し尽くし、その分成
長してやるという気概で今回も応募したのだが、数か月前に撮った
証明写真をあらためて見ると、やはりスーツが似合わず、まだ着ら
れている状態である。しかし、2年前と比べれば、少しばかりは顔つ
きが変化している気がする。
　大学生であっても、スーツを着て、社会人として責任を持って仕
事を頂戴するインターンは、私を大きく成長させてくれたし、今回
もそうであると信じている。

現地を訪れなければならないわけ
国際総合学類3年次　吉田悠乃

　私は国際NGO団体Habitat for Humanity（以下ハビタット）の筑波大学支部のLUZ（ル
ス）というサークルに所属しており、大学1年次の春休みにネパールの首都カトマンズか
ら南東に約20キロのところにあるカブレへ住宅建築を目的としてサークル仲間15人と2週
間行きました。
　私たちが訪れた地域は2015年のネパールの首都付近で発生した大地震により建物
は半壊状態になり、それを取り壊して新しく住宅を建て直しているところでした。
携わった家のホームオーナー家族は旦那さんと奥さんと小さいお子さん2人の4人家
族で、6、7畳ほどのトタンでできた仮住まいに暮らしていました。中をのぞかせて
もらうと、薄暗く十分に寝る場所が確保されていないことは一目瞭然でした。住宅
の周りも舗装されておらず移動する際は道が凸凹で、車はまるで遊園地のアトラク
ションの様に跳ね、切り立った山の道は細く緊張感がありました。
　主なボランティアの活動は私たちが労働力としてレンガをリレー形式で運んだ
り、ハビタットが雇用する現地の大工さんの指導の下、床にはレンガをを敷き詰め
たり、その後アスファルトをならしたりといったものです。大工さんは現地語しか
喋れずコミュニケーションがスムーズではありませんでしたが、ジェスチャーと
ワードから意味を予測して作業を進めることができました。壁はレンガを積み重
ね、隙間はモルタルで埋めました。アスファルトやモルタルは一から配合の比率を
教えてもらい自分たちで作りました。砂やセメントなどを混ぜるときに必要な水
は、水道が10日に1時間しか出ないため、タンクに溜めているものを使いました。
初めて家を建てる作業に携わりましたが、作業をしながら丁寧に指導してくださっ
たので一つ一つの工程の意味を理解できました。
　ボランティア活動のほかに現地の文化を体験しました。現地の食べ方をまねて、
ダルバートという1枚のプレートの上にライスやカレー、お豆がのっているものを
素手で混ぜながら食べました。様々なものに触れるたびに除菌をしていたつもりで
も慣れない私たちの中には食後におなかを壊す人もいました。色粉を顔に掛け合っ
て春の訪れを祝うホーリー祭も体験しました。とてもインスタ映えするので日本に
も取り入れたいと思いました。
　また、現地の人との会話によると、ネパールは政府よりも企業のほうが強く、税金がき
ちんと徴収できていないそうです。外国企業も入ってこず、ネパールでの雇用がなかな
か生まれず、出稼ぎに行く人が多いようです。2015年のネパール大地震のときも旦那さ
んがマレーシアに出稼ぎに行っていて家族離れ離れで心配だったとおしゃっていました。
　メインの建築活動を通じて現地の住居問題の解消に寄与した一方で、ホームオー
ナーさんやコミュニティの人々や大工さんなどとの交流を通じて異文化に触れ、通
訳できる人を介して会話をし、新たな考え方や価値観、人の温かさを感じました。
私達はもちろん出発前にたくさん現地の情報を集めましたが、実際に行ってからの
ほうが情報量は多く脳裏に焼き付いています。ネパールの文化や暮らしを現地で体
験できたことは人から聞いたり学んだりするよりも自分の考え方を豊かにしました。

人と人が繋がる場作り
国際総合学類3年次　藤田祥也

　多くの国際総合学類に入学した学生が想像するように、大学入学
当初は「将来は海外で働きたい。」と漠然と考えていました。
　この考えだけでなく、「国内で働く」という考えが出てきたのは、
2019年の11月から働き始めたホステルでのアルバイトがきっかけで
した。目の前で国内外問わず、多様なバックグラウンドを持った
人々が新たな関係を作っていく様子を見たり、自分が作っていく中
で、もっとこの空間に関わってみたいと感じ、選択肢をより強く意
識するようになりました。
　そ の 後、2020年 に 入 っ て か ら 自 分 自 身 の 思 い に 正 直 に な り、
2020年4月から1年間の休学を許可していただきました。そして、休
学開始の2020年4月からアルバイト先だったホステルはインターン
先となっています。
　そんな休学・インターンも、コロナウイルスの影響にさらされて、
休業期間が発生してしまいました。しかし、休業前に滞在した人か
ら出た意見をもとに部屋を過ごしやすくするにはどうしたらいいの
か、使いにくいものはないか、これから変えていかないといけない
ものはなにかなど、アイディアを出し、実現のために動いていきま
した。意外にも、つながらないと思っていた大学生活で得てきた情
報や感覚が、実際のアイディア出しやそのアイディアを深めていく
中で活かされています。
　休業期間を経て、現在では、ホステルも営業を再開し、訪れるゲ
ストが心地よく過ごせるようにスタッフ同士で協力しながら、営業
を行っています。
　コロナ禍に置かれたことで、純粋に休学する以上に〝悩む〞時間
が増えているような気がします。復学後は〝悩む”を〝考える” に変
えられるように、知るべきこと・自分自身と向き合うべきことを見
つめ、まとめなおす時間にするつもりです。また、オンライン/オ
フライン問わず、いろんな価値観に出会ってから、大学に戻りたい
と思います。
　これから大学生になる皆さんにも、たくさんの価値観や人々に出
会える機会がたくさん転がっています。国際総合学類では、海外で
の経験を持った学生・先生方が多く在籍し、広い視野を得られるこ
とはもちろん、様々なことに挑戦できる環境があります。ぜひ、自
分のやりたいと思ったことにはためらわずに、ぜひ、飛び込んでみ
てください。その経験はきっと多くの大学での学びにつながってい
くと思います。

@ Philippines @ Japan @ Nepal @ Japan

2列目右から2番目の青いキャップを身に着けているのが本人 3列目右から2番目が本人 2列目中央が本人
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際総合学類に入学することを決めた高校生の自分は正しかった─
ここから羽ばたいた今、そう断言できます。

学類4年の秋、僕は筑波大学蹴球部を卒団し、アフリカのザンビア共和国
でプロサッカー選手としてのキャリアをスタートしました。トップリーグ
のFC MUZAとザンビア史上2人目のアジア人プレイヤーとして契約し、
シーズンを闘い抜きました。

選手活動と並行して現地でパーソ
ナルトレーナーとして起業したほか、
アフリカ各国のNGOやスポーツ組織
でサッカー指導者として延べ1000人
の子供たちとサッカーを通して交流
しました。

そうした活動が評価され、ご支援
いただいた「トビタテ！留学JAPAN」
報告会の全国大会で最優秀賞を、大
学卒業時には「筑波大学校友会賞」
という名誉ある賞をいただきました。
「一人で色々活動していてスゴい

ね」とよく言われます。しかし僕の
あらゆる挑戦は、国際の仲間たちの
協力なしには為し得なかったことです。

一つ一つの活動のアイディアから
メールの添削に至るまで、その裏に
は仲間たちの支えがありました。

そもそも「アフリカでサッカーす
る」という発想でさえも、同期と宅
飲みをしているときに出てきたものでした。

つまり何が言いたいのかというと、「スゴい」のは僕ではなく、僕の仲間
であり、国際総合学類だということです。

エネルギッシュに挑戦しつづけていると、同等の熱量を持った仲間が集
まります。その相乗効果で更に熱量が増すと、とんでもない機会やチャン

スが巡ってくるようになります。その繰り返しがあったからこそ今の僕が
いて、その土壌となったのが国際総合学類でした。

筑波大学の中でも特に国際総合学類には、個々の挑戦を受容する文化が
あります。そして、互いを本気で応援し合うことのできる仲間がいます。

この環境に身を置けることが、ここに入学する皆さんの最大の特権です。
最後に、僕の今後の挑戦を宣言し

ます。
まずはアフリカで再びプロサッカー選

手として 挑 戦し、結 果 を出します。
第二に、現在立ち上げているオン

ライン英会話サービスや、携わって
いるプロジェクトを育てます。

第三に、成長の物語をYouTubeで
発信し、応援してくれる仲間を増や
しつづけます。

第四に、仲間たちと更にワクワク
できることをして、世界に正のイン
パクトを与えつづけます。

そして、本田圭佑さんを超えます。
人間は、己が想像できないレベル

の挑戦を達成することはできない─
僕はそう信じています。だからこそ、
僕は自分の夢に真剣に向き合い、行
動しつづけるのです。

皆さんにはこれからどんな挑戦が
待っているのでしょうか。

一足先に社会に出た国際総合学類の先輩として、応援しています。
そして、いつかどこかで巡り合い、ワクワクを共有する─そんな日が来

ることを楽しみにしています。
（僕のこれからの物語を応援してくださる方はぜひYouTube「JinDo」の

チャンネル登録をよろしくお願いします！）

森下仁道
2019年度卒（33期）

アフリカでプロサッカー選手

国

外生活14年で7か国に住みました」と自己紹介するといかにも
“国際” に響きますが、実際そんなキャリアなのは国際の先輩

でもある夫（10期：臼井大祐）のほう。彼は海外事業所の “立ち上げ屋” で、
各国でスタッフを雇い、事業を軌道に乗せたら次の国へ、の繰り返し。最
初の赴任地イタリアの後、ドイツ、
シンガポール、インド、２度目のシ
ンガポール、つかの間の日本を挟ん
でイギリスへ。現在はアメリカでバ
イオベンチャーの事業統括をしてい
ます。私はといえば、そんな夫の怒
涛の転勤にひたすらついて回る生活。
流れ流れて現在はNPOで働いている
ものの、志を持って海外で貢献！と
いう立派なものではありません。な
ので本来なら「ビジョンを持て」的
な話をすべきところ、私からは「流
されるもアリ」ということを伝えた
いと思います。
　新たな国への引っ越しは、毎回ゼ
ロからのスタート。転勤や留学と違
い、目的もなく漂着する私は、言語
を学び、仕事を探しと、最初はもが
き苦しみます。でもどんな国でも、
半年ももがけば仕事や学ぶべきこと
が見つかるもの。毎回希望の職が見つかるわけではないけれど、これしか
できない、と自分の可能性を制限しなければ、機会はいくらでも訪れます。
例えばシンガポールではフリーペーパーの編集職、イギリスでは 40 代でデ
ジタル・マーケティングの修士号を取得。未経験分野への挑戦を繰り返す

ことで、手持ちのスキルをアップグレードし、わらしべ長者の如く “将来”
を切り拓いてきました。
　もちろん、望み通りに道を進めれば最高です。でも、外的環境の変化は
いつ起こるとも限りません。パンデミックでガラリと崩れ去った世界。思

い描いていた未来が閉ざされた人も
いるでしょう。そんな時は、流れに
身を任せるのも一つの選択肢。大切
なのは、流れ着いた先でどう生きる
か。そこでしか見えない視点や、人
との出会い、新たな自分も発見でき
るはず。変化をチャンスと捉え、ど
んな場所でも楽しめる適応力、そし
て学び続ける挑戦心さえあれば、恐
れるものはありません。
　思い返せば、人生初の大きな環境
変化は筑波でした。親元から寮生活
へ。海外経験豊富な同級生の流暢な
英語と、多様な価値観に圧倒される
日々。この環境を生き延びた国際生
であれば、もう素地はあるはずです。
卒業後、非国際な職に進んだはずの
私が今、６か国語を喋り、どんな国
でも暮らしていけるのも筑波生活
あっての賜物。何より国際で得た一

番の財産は人です。今でも一時帰国で真っ先に会うのは筑波の仲間。どこ
の国にも卒業生がいて、世代を超えて繋がれる国際生の絆は本当に貴重。
現役＆未来の国際生とも、世界の何処かで会える日を楽しみにしています！

アフリカ帰国後、本田圭佑氏とのトレーニング
内仲さなえ

1998年度卒（12期）
飢餓と肥満の解消に取り組むNPO法人
TABLE FOR TWO USA マーケティング

「海

2020年元旦、夫婦で南米パタゴニアにて（写真右）

は現在、シンクタンクで働いています。中央・地方行政への提言や
政策立案に関わることもありますが、仕事のほとんどは日本企業向

けの調査・コンサルティング業務です。主な担当は、アジアの地方・農村
部向けの新規事業立ち上げや市場開拓調査。これまで携わった案件のほと
んどは、就業機会が限られており、
識字率もそれほど高くない、いわ
ゆる低所得層と呼ばれる人々を
ターゲット顧客としています。以
前はBOP（Base of the Pyramidの
略）ビジネスとも呼ばれていまし
た。なお、低所得層とは購買力平
価ベースで5,000～10,000ドルあ
たりが対象で、貧困層とは異なり
ます。私の仕事は、日本企業の持
つ技術力をベースに低所得層を
ニーズを満たす事業を考え、その
事業が黒字化するようにマーケ
ティング戦略を立てたり、資金調
達計画を練ることです。BOPビジ
ネスは「品質が悪いが安いものを
単に売る」のではなく、「現地の
人々が抱える貧困や医療などの問
題を解決する製品・サービスを手
の届く価格で提供する」ことがその本質です。そのため、新興国や途上国
の農村に入り込んでニーズの聞き取り調査をしたり、現地の人と一緒に製
品テストをすることも多く、一時は社内で「大抵いつもインドの農村にい
る人」と呼ばれていました。

私が、ビジネスの貧困や栄養不足といった途上国の課題解決に果たす役
割に興味持ったのは、国際総合時代です。大学3年生で入った開発経済学ゼ
ミの先生が、企業と経済発展をテーマに取り上げたことがきっかけだった
と思います。途上国の開発に貢献するビジネスを考えられる人になりたい

と、卒業後はその当時日本で唯一
「国際経営と国際開発」の専門授業
とゼミを持っていた名古屋大学大
学院に進学して、修士号を取りま
した。今の仕事はたまたま縁あっ
て担当するようになりましたが、
学生時代の想いを存分にぶつけら
れる仕事に巡り合ったことは本当
にラッキーだと思っています。

2015年に国連総会でSDGsが採
択されて以降、BOPビジネスは企
業のSDGsの取り組みの一部に包含
されるようになりました。SDGsの
観点を踏まえて、低所得層にモノ
やサービスを単に提供するだけで
なく、製造や流通過程で温暖化や
生態系の保全なども配慮されるよ
うになったため、BOPビジネスを
やり始めた頃よりも、事業を展開

する上で考慮することがかなり増えています。その分手間のかかることや
気苦労も多くなりましたが、次世代に豊かな社会を残すべく、手を抜かず
に日々精進していきたいと思います。

私

は2014年4月に国際総合学類に入学し、ゼミでは開発人類学を専攻
してタンザニアでフィールドワークなどを行ってました。実際に現

地を訪れてみて、外部からの開発協力に感謝する気持ちを抱きつつも、現
地に根付いた生活様式や文化が変容していく姿に戸惑いを隠せない人々の
姿があり、今後自分が開発協力に携
わることになった時には “現地の目
線に立った協力” を一つのテーマと
して心掛けようと意識し始めました。

その後、2018年3月に大学を卒業
し、その事業規模や扱う分野の幅の
広さから日本で国際協力を実施する
機関の中で一番インパクトを与えら
れると考えた国際協力機構（JICA）
に新卒で入構しました。在学時にゼ
ミでJICA事業をテーマに開発協力の
在り方などを議論していたこともあ
り、採用面接の場で私は「JICAの考
えが絶対とは思っておらず、現地の
視点に立った” 真” の協力を今後考
えていきながら活動したい」と、今
振り返れば少し生意気な発言をしま
したが、その想いを受け止めてくれ
て無事に採用されました。以来、私
はインドネシアとマレーシアの事業を担当しており、大学時代に学んだ視
点を意識しながら現地政府や関係機関の人々と議論を重ねて新しい事業の
形成に努めています。

今は電力セクターの事業を主に担当していますが、もちろんその分野の

バックグラウンドがある訳ではないので、仕事を進めながら電力に関する
本を読んだり、国内外における最新の取り組み事例を参照したりして担当
セクターの勉強をする日々が続いています。また、将来的にはこれまで培っ
た経験をアフリカ地域の開発協力に応用・発展させたいという想いがあり、

英語圏以外でも活躍できるように休
日や仕事終わりの時間を利用してフ
ランス語の習得に励んでいます。

国際総合学類生として文系/理系を
問わず多様なバックグラウンドと価
値観を持った人たちに囲まれ、日々
刺激と新しい気づきを得ながら大学
生活を送っていたことは今の自分の
考えに大きく影響していると感じま
す。それぞれ異なる視点から物事を
捉えている同期や先輩/後輩と話をす
ることで、自分の視野が広がり、新
たな知識をどんどん吸収していこう
という姿勢が身につきました。今現
在、担当分野や言語の勉強ができて
いるのも、その習慣があったからだ
と思います。もし学生の皆さんが、
ぼんやりとした夢やビジョンを今
持っていたとしたら、国際総合学類

はそれを具体化してくれる、あるいは自分では気付けなかった新たなアプ
ローチに気づかせてくれる貴重な場所だと思います。是非、一つの考え方
のみにとらわれず、ご自身の新たな可能性も模索しながら夢の実現に向け
て頑張ってください。

アフリカ帰国後、本田圭佑氏とのトレーニング野入陸矢
2017年度（32期）

国際協力事業の実施

私

アフリカ帰国後、本田圭佑氏とのトレーニング渡辺珠子
2000年卒（14期）

社会課題を解決するビジネス立上げの伴走

2018年インド農村にて（写真右から2人目）

「国際生」森下仁道の挑戦

変化を恐れず、流れを楽しむ

ビジネスを通じて
途上国開発に携わる仕事

『学び続けること』を学ぶ

2018年IMF&amp;世銀総会に出席した際の写真

2019年3月プロデビュー戦ザンビアにて（写真左）



学生紹介
    Student Introduction

3K 棟入ってすぐにある青部屋は、2004 年頃までは壁一面が青く塗られていた（明日の EXECUTIVE, 2005）ことがその名の由来らしいです。
昔から国際生の溜まり場になっているようで、私物とかサークルの荷物とかモノで溢れかえってます。だからクラ代や有志でよく片付けをした
なあと笑。国際生全員のメールボックスもあって、この明日エグも君の引き出しに入っているよ！自習室はその名の通り、自習をするための部
屋ですが、2019 年に登場した比較的新しい部屋で（部屋自体はもともと存在した）、16 の座席と国際関連の図書がずらりと並んでいます。あ、
図書の持ち出しは厳禁ですよ！

コラム2 青部屋と自習室��
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学生紹介
    Student Introduction

サテ室 (サテライト室 )には、大学のPCとプリンターが設置されており、これらは 24時間利用可能である。ここでレポートを仕上げたり、
資料をプリントして授業の準備をすることもできた。エアコンがあることから、年中快適な室温が維持されており、宿泊することもできる（で
きません）。いわば、スーパー銭湯のような部屋である。ラウンジには歴代の卒業論文と独立論文が厳重に保管されているが、鍵を借りれば閲
覧は可能である。また、授業の空き時間の溜まり場になることもあれば、国際系サークルのミーティングがおこなわれることもある。残念なが
ら現在は、これらの部屋の使用が制限されているが、コロナが収束した暁には…。

コラム3 サテ室とラウンジ
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学生紹介
    Student Introduction

普段真面目な筑波大生なのに、急に彼らの髪の毛がカラフルになる時期がある。筑波大学の祭りの時期だ。春の「やどかり祭」は 1年生が主体
の祭りで、入学後初めての祭りだから特にうきうきした記憶がある。当日まで出店や舞台のパフォーマンスの準備をする毎日だったけど、それ
が案外楽しかったりする。確か国際の我々は初級ミクロの中間テストが前夜祭と重なっていて、テスト後の開放感で余計にテンションが爆上がっ
てた (笑 )。秋の学園祭「雙峰祭」で印象的だったのは、同期の子たちのサークルのパフォーマンス (ダンスとかバンドとか )。放課後に練習を
頑張っていたのは知っていたけど、舞台に立った彼ら、超カッコ良かった。

コラム4 やどかり祭と雙峰祭
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学生紹介
    Student Introduction

国際は留学する学生が多いので卒業パーティーも前倒しの前倒し。例年 2年次の冬にやるものだから、もはや卒業パーティーとは
意味合いがまったく違う ...。ま、そんなの毎年いわれているので気にしない。楽しければいいの！みんなドレスやスーツでビシッ
と決めてみると、｢あれ、なんだみんな本当はかっこいいんじゃーん｣と笑うのもあるある。話は止まらないわ、思い出ムービーでは
涙ぐむわ、国際って仲良くて楽しいなぁ～と再確認した日だったなぁ。

コラム 5 Formal Party

明
日

の
EX

EC
U

TI
VE

 2
02

1　
　

02
5　

　
00

1 
出

身
地

・
出

身
校

　
00

2 
ゼ

ミ
・

専
攻

　
00

3 
夢

　
00

4 
国

際
で

得
た

も
の

　
座

右
の

銘

明
日

の
EX

EC
U

TI
VE

 2
02

1　
　

02
6

� �



    Student Introduction

新型コロナウイルスの感染が拡大するなか、授業形態も変化してきていているから例を挙げてみようかな。「水環境論」という授業では
Microsoft Teams というツールを利用してオンラインでのディスカッションをおこなったよ。オンラインでやる分ディスカッションを円
滑に進めるための工夫をして新鮮だったな。「情報科学Ⅱ」という授業では少人数でサテ室を使って対面でやったよ。Java 言語を利用して
作成したゲームの発表を教室内で Zoom というツールで共有しながらおこなうことで、ソーシャルディスタンスをしっかりとれていたと
思う！こんな感じで大学の授業も With コロナの形態をとっているから安心して受けることができるよ。

コラム6 コロナ下での授業とは
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大 学 入 学 と い う の は あ る 意 味 ︑ 旅 に 出 る よ う な も の で あ る ︒ そ の “ あ る 意 味” の 中 に ど ん

な も の が 含 ま れ て い る の か ︙ そ れ は 入 学 し て か ら の お 楽 し み と し よ う ︒ そ れ を 知 る の も

一 つ の ア ド ベ ン チ ャ ー だ ︒ し か し ︑ 旅 に 出 る 前 に は い ろ い ろ と 不 安 が つ き も の で あ る ︒

そ こ で 今 回 は ︑ 先 輩 で あ る 私 た ち が 見 て い る 景 色 を 共 有 す る こ と で ︑ 少 し で も 旅 に 出 て

み た い と 思 っ て く れ る よ う な 冊 子 を 作 成 し た い と 思 っ た ︒ 表 紙 は こ れ か ら 大 学 に 入 ろ う

と し て い る 君 の 姿 で あ り ︑ 裏 表 紙 は 旅 か ら 帰 っ て き た と き の 君 の 姿 で あ る ︒ ウ ズ ウ ズ し

て き た で し ょ う ？ そ れ で は ︑Bon Voyage!

( 内 野 紀 惠 ／ 表 紙 ︑ 教 員 紹 介 )

入 学 式 で 聞 い た IMAGINE THE FUTURE も 　 　 新 歓 騒 ぎ の 石 の 広 場 も

ゆ か コ ン の 舞 台 か ら 見 た 景 色 も 　 　 雙 峰 祭 で 見 た み ん な の 笑 顔 も

泣 い て も わ か ら な い 授 業 も 　 　 笑 い が 止 ま ら な い 休 み 時 間 も

春 の 日 の 芝 充 も 　 　 暗 く て 寒 い 3 K も

家 み た い な 青 部 屋 も 　 　 馬 鹿 み た い に 並 ぶ コ ナ ク リ も

ヒ ー ヒ ー 言 っ た 独 論 も 　 　 楽 し み 尽 く し た 明 日 エ グ 編 集 も

大 人 に な っ て 読 み 返 し た と き ︑ 　 　 思 い 出 し て 笑 え た ら い い よ ね ！

( 内 野 真 紀 ／ 留 学 体 験 記 ︑ O B ・ O G メ ッ セ ー ジ )

カ リ キ ユ ラ ム 紹 介 ト 分 野 紹 介 ノ 頁 ハ ︑ イ ン タ ビ ユ ウ ニ 答 へ テ ク レ タ 同 期 ノ 協 力 ガ 不 可 欠

デ ア ツ タ ︒ 此 ノ 場 デ 厚 ク 御 礼 ヲ 申 シ 上 ゲ タ ヒ ︒ ト ︑ 後 書 キ ト シ テ ハ 何 ト モ 粋 ナ 文 章 ヲ 並

ベ タ ヒ 処 ダ ガ ︑ 其 様 事 ニ 神 経 ヲ 尖 ラ セ ル 必 要 モ 無 ヒ 処 ガ ︑ 我 ガ 学 類 ノ 良 キ 処 デ ア ル ︒ 実 際 ︑

彼 等 ハ 嫌 ナ 顔 一 ツ セ ズ 二 ツ 返 事 デ ︑ 筆 者 ノ イ ン タ ビ ユ ウ ノ オ 願 ヒ ニ 応 ヘ テ ク レ タ ︒

ダ ガ ︑ 私 ガ 此 処 デ 強 調 シ タ ヒ 事 ハ ︑ 我 ガ 同 期 ガ 如 何 ニ 親 密 タ ル ヤ ト 云 フ 事 デ ハ 無 ク ︑ 我

ガ 同 期 ガ 如 何 ニ 勤 勉 デ ア ル カ ト 云 フ 事 ダ ︒ 所 謂 ﹁ 煌 煌 国 際 ﹂ ト 云 フ 喩 ヘ ハ ︑ 大 学 生 活 ノ

四 年 間 ヲ 娯 楽 ダ ケ ニ 費 ヤ シ テ ヰ ル 様 ナ 印 象 ヲ 与 ヘ ル ガ ︑ 其 レ ハ 誤 ツ タ 認 識 デ ア ル ︒ 皆 ︑

目 的 意 識 ヲ 持 ツ テ 授 業 ヲ 受 ケ ︑ 図 書 館 ニ 通 ヒ ︑ 報 告 書 ヤ 試 験 ヲ 無 難 ニ 熟 シ テ シ マ フ ︒ チ

ヤ ラ ン ポ ラ ン ニ 見 ヘ テ ︑ 実 ハ 驚 嘆 ス ル 程 ニ 真 面 目 ナ 性 格 ヲ シ テ ヰ ル ︒“Work Hard, Play 

Hard” ト ハ ︑ 正 ニ 斯 ウ 云 フ 事 デ ア ロ ウ ︒ 成 程 ︑ 我 ガ 学 類 ノ 卒 業 生 ︑ 先 輩 方 ガ ︑

“EXECUTIVE” ニ 成 ツ テ ヰ ル 訳 デ ア ル ︒

サ テ ︑ 何 十 年 カ 先 ノ 話 デ ア ル ︒ 我 ガ 同 期 カ ラ “EXECUTIVE” ト 呼 バ レ ル ニ 相 応 シ ヒ 人 間

ハ 生 マ レ テ ヰ ル デ ア ロ ウ カ ︒ 筆 者 ハ 此 ノ 問 ヒ ニ 対 シ テ 極 メ テ 楽 観 的 ナ 答 ヘ ヲ 用 意 シ テ ヰ

ル ︒ 学 生 紹 介 ノ 頁 ニ ︑ 皆 ノ 将 来 ノ 夢 ガ 記 サ レ テ ヰ ル ガ ︑ 例 外 無 ク 全 テ ノ 夢 ガ 実 現 サ レ テ

ヰ ル 様 ナ 気 ガ シ テ ヰ ル ︒ 恐 ラ ク ︑ 或 ル 人 ハ 本 当 ニ 世 界 征 服 ヲ 成 シ 遂 ゲ ル デ ア ロ ウ シ ︑ 一

方 デ 或 ル 人 ハ 世 界 平 和 ヲ 現 実 ノ 物 ト シ テ ク レ テ ヰ ル 筈 ダ ︒ 我 ガ 学 類 ノ 勤 勉 サ ハ ︑ 曾 遊 人

間 ヲ 輩 出 シ 続 ケ ル デ ア ロ ウ ︒

( 加 藤 優 弥 ／ カ リ キ ユ ラ ム 紹 介 ︑ 分 野 紹 介 )

た く さ ん の 人 の 協 力 で 完 成 し ま し た ︑ あ り が と う ご ざ い ま し た ︒

( 曺 歩 歌 ／ 編 集 委 員 長 ︑ 学 類 長 挨 拶 ︑ ボ ラ ン テ ィ ア ・ イ ン タ ー ン )

読 ん で く れ て あ り が と う ご ざ い ま す ︒ 明 日 のEXECUTIVE 2021 の 発 行 に あ た っ て は ︑ 色 々

あ り ま し た が ︑ こ こ で は 裏 話 を 教 え て あ げ よ う と 思 い ま す ︒

一 ︑ ﹁ 編 集 後 記 ﹂ と い い な が ら ︑ 実 は ま だ 編 集 の 途 中 で あ り ︑ 期 日 内 に 終 わ る の か も 怪 し

い 状 況 で す ︒

二 ︑ は じ め の ミ ー テ ィ ン グ で コ ン セ プ ト を 決 め ま し た が ︑ み ん な 無 視 し て つ く り ま し た ︒

ぶ っ ち ゃ け 正 確 に は 覚 え て な い し ︑ 決 ま っ た か す ら 怪 し い で す ︒

三 ︑ そ も そ も な ん で ﹁EXECUTIVE ﹂ な の か 誰 も 知 ら な い し ︑ 創 刊 号 み て も な に も 言 及

が な か っ た の で ︑ そ の 意 味 は み な さ ん の 創 造 に ︑ と い う こ と で お 願 い し ま す ︒

以 上 が 裏 話 的 実 話 に な る ん で す が ︑ こ こ に は コ ン プ ラ イ ア ン ス 的 に 掲 載 で き な い こ と も

た く さ ん あ る と 思 わ れ る の で ︑ 気 に な る 人 は ︙ っ て 感 じ で す ！

( 三 浦 寿 起 ／ 表 紙 ︑ 学 生 紹 介 ︑CAMPUS LIFE ︑ 裏 表 紙 )

明 日 のEXECUTIVE に お け る 編 集 後 記
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